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医療法人永寿会思方病院

医療法人社団欣助会吉祥寺病院

医療法人社団絹和会

睡眠総合ケアクリニック代々木

医療法人蓋誠会宮本病院
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エーザイ株式会社
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石郷岡純先生がこの度平成 27 年度末をもって定年を迎えられ，東京女子医科大学医学部精神医学講座を

退職されます.

先生は 1976 年に北里大学医学部を卒業され，同時に同大学医学部精神科に入局されました. 1980 年北里

大学大学院医学研究科博士課程を修了され，同大学助手，講師，助教授を経て， 2004 年 6月より私たちの教

室の主任教授として赴任されました.以後 11 年間にわたり，多くの後進を導いてくださいました

先生は， 2013 年より日本神経精神薬理学会の理事長を務められるなど，我が国の神経精神薬理学領域の研

究と薬物療法の発展のために尽くされました.先生のお考えの中心には，“いかに患者さんを治療するか"と

いうお考えがあったように思います.先生の研究分野は神経精神薬理学にとどまらず，睡眠医学，心理教育

など精神科治療学全般に及び，教室員はどの研究においても，常に患者さんの治療に役立つ研究を行うよう

指示を受けてきました.

このような先生の常に患者さんを第一に考えた臨床態度や，研究に対する探究的態度に私たちは深い感銘

を受けました.

我々教室員は石郷岡教授のご指導のもと 知識，技術だけではなく，患者さんへの温かい姿勢，学問に対

する真撃な姿勢を学んで、参りました.その成果を残したいという思いで，本論文集を作成いたしました.こ

の機会を与えていただきました編集担当幹事会に医局員一同感謝申し上げます.

編集担当幹事や査読をご担当いただいた先生方には，懇切丁寧なご指導，ご助言を賜りましたことに心よ

り御礼申し上げます.教室秘書の鈴木和子さん，古村友紀さんには多大な援助を賜りました心より感謝申

し上げます.

(石郷岡純教授退任記念特別号編集委員一同)
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抗精神病剤 日本薬局方 |薬価基準収載| 圃「効能・効果Jr用法・用量Jr警告・禁思を含む使用上の注意」等に

クエチアピンフマル酸塩錠、ク工チアピンフマル酸塩細粒 つきましては、製品添付文書をご参照ください。

ロクJ: JI 応酬 a 
セ ク ル附鵠細粒 印 %

'" - . . .  200mg 鍵 Aー 製造販売アステラス製薬株式会社 ~醐
東京都中央区日本橋本町';51~1''''''''''''-1~ '1! AstraZeneca UK Lt d 

習慣性医薬品.注意ー習慣性あ D
処方議医薬品注意医師等の処方筆により使用すること

J~~衣ヌタ⑮iiii
E・E ・四菌回・回亘書言l阿国・・・・.".，宵ち貯 F 圃

エーザイ株式会社
東京都文京区小石川4-6-10

提携

Sunovion Pharmaceuticals Inc. 

ンフォメーシヨンセンター m0120-189-371 @:アストラゼネカグループめ登録商標です。

2015 年4月作成.130X180mm

効能・効果、用法・用量、警告、禁忌、原則禁忌

を含む使用上の注意等については添付文書

をご参照ください。

製晶情報お問い合わせ先:

エーザイ株式会社 hhc ホットライン

フリーダイヤル 0120 圃419 嗣497 9-18 時(土、目、祝日 9-17 時)



劇薬、処方議医薬晶
持続性抗精神病薬 注意ー医師等の処方謹により使用すること

工ピ 11 -，- 持続性水懸筋珪用
- .  I~イ 3…omg
圃r ~， . @300 mg ヲリコヲ・400 mg ~リジジ

ABI Ll FY@ prolonged release aqueous suspension for 1M injection 

〈アリピプラゾール水和物持続性注射剤>1 薬価基準収載|

く〉効能・効果、用法・用量、警告・禁忌を含む使用上の注意、効能・効果に関連する使用上の注意

及び用法・用量に関連する使用上の注意等は、添付文書をご参照ください。

製造販売元 資料請求先

大塚製薬株式会社 大塚製薬株式会社医薬情報センター
0 ↑suka 東京都千代田区神田司町2-9 干 108 目 8242 東京都港区港南2-16-4 品川グランドセントラルタワー

('15.05 作成〉

抗てんかん剤/双極性障害治療薬薬価基準収載

圃茎JI 処方せん医薬品(注意一医師等の処方せんにより使用すること) I 

EE--' 唱8 _ 1 ・-る由 25mg 
-~-~"，~~-，，，醍 100mg
Lamicla l" Tablets ラモトリギン錠

※「効能・効果」、「効能・効果に関連する使用上の注意J、「用法・用量」、「用法・
用量に関連する使用上の注意」、「警告・禁忌を含む使用上の注意j 等につき
ましては、製品添付文書をご参照ください。



抗精神病剤 薬価基準収載

ナセ虻錠2mg ・4mg ・8mg
，散2%

LONASEN@ ブロナンセリン製剤

.1 効能・効果j、「用法・用量J、「禁忌を含む使用上の注意j、「用法・用量に

関連する使用上の注意j等につきましては添付文書をご参照ください。

製造販売元(資料請求先)

大日本住友製薬株式会社
干541 ・0045 大阪市中央区道修町 2-6-8

く製品に関するお問い合わせ先〉

| くすり情報センター l 

TEL 0120 ・034 ・389
受付時間/月~金目。 OO-18:30( 祝祭日を除。

I医樹育報サイトlhttp ・//ds-pharma.jp/ 
2011.12 作成



守株式会社地ラ附刈ww 刷 mumajP/
・資料請求・お問い合せは弊社M 円、またはの客様相議窓口まで。 Te I. 0120-329-970 (2010 年6月制作)

IT-3001 

効能・効果、用法・用量、警告・禁忌を含む使用上の注意、用法・用量に関連する使用上の
注意につきましては、添付文書をご参照ください。

Zyprexa@ 、ジブレキサ@は
日Li lly and Company の登録商標で訊

製造販売元〈資料請求先〉

日本イーライリリー株式会社
干651 司 0086 神戸市中央区磯上通7丁目1番5号

Lillv Answers 医療関係者向け 0120 ・360 ・605*1
一一一ーヱーリリーアンサーズ一一一一一一受付時間:月曜日~金曜日 8:45-17:30 ※2

日本イーライリリー医薬情報問合せ窓口 約通話料は無料です。携帯電話、PHS からもご利用いただけます。 ZYP-A149(R1)
www.lillyanswers.jp | ※2 祝祭日;&ぴ当社休日を除きます。 2015 年2丹作成
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治療抵抗性統合失調症治療薬 |薬価基準収載|， 
効能・効果、用法・用量、警告、禁忌(原則禁忌)を

含む使用上の注意等については、製品添付文書を

ご参照ください。

持続t性心身安定剤

メイラックス⑮箱詰1%
MEILAX~~合EhilaJt官fフラゼブ酸エチル錠/細粒

選択的セロ卜二ン再取り込み阻害剤 (SSR I)

デフロメ-JII@ 錠誇
DEPROMEL 耐 TABLETS 喜

メji 札 EりJ刀3元Lμ? 必語力以ス耳;説語討1込i
7' 

|薬価基準収載|注)注意一医師等の処方筆により使用すること

※「効能・効果j、「用法・用量J、「効能・効果に関連する使用上の

注意j、「用法・用量に関連する使用上の注意j、「禁忌、原則

禁忌を含む使用上の注意」等、詳細は製品添付文書をご参照

ください。

製造販売元 Meiji Seika ファルマ株式会社
東京都中央区京橋 2 ・ 4 ・ 16

[資料請求先]
http://www.meiji-seika-pharma.co.jp/ 
くすり相識室電話(0 120) 093-396 、(03)3273-3539

作成: 2015.9 





【禁忌(次の患者には投与しなし℃と)】
1 .本剤の成分に対し過敏症の既往
歴のある患者 2. モノアミン酸化酵
素 (MAO) 阻害剤を投与中あるいは
投与中止後14 日間以内の患者(f相
互作用」の項参照) 3. ピモジドを投
与中の患者(f相互作用 Jの項参照)
4.QT 延長のある患者(先天性 QT 延
長症候群等) [心室頻拍 (torsades
de pointes を含む)、心電図 QT 間隔
の過度な延長を起こすことがある。]

【効能・効果】
うつ病・うつ状態

(効能・効果に関連する使用上の注意
1.抗うつ剤の投与により、 24 歳以下の患者で、自殺;
念慮、自殺企図のリスクが増加するとの報告がある 1

ため、本剤の投与にあたっては、リスクとべ‘ネフイツ
卜を考慮すること。 (r その他の注意jの項参照)

2. 海外で実施された6-17 歳の大うつ病性障害
患者を対象としたプラセボ対照臨床試験におい
て、6-11 歳の患者で有効性が確認で、きなかっ
たとの報告がある。本剤を12 歳未満の大うつ病
性障害患者に投与する際には適応を慎重に検
討すること。 (r 小児等への投与Jの項参照)

{用法・用量】
通常、成人にはエスシタ口プラムとして10mg を1日1回
夕食後に経口投与する。なお、年齢・症状により適宜
増減するが、増量は1週間以上の間隔をあけて行い、
1日最高用量は20mg を超えないこととする。

用法・用量に関連する使用上の注意)
1.本剤の投与量は必要最小限となるよう、患者ご
とに慎重に観察しながら投与すること。

2. 肝機能障害患者、高齢者、遺伝的にCYP2C19
の活性が欠損していることが判明している患者
(Poor Metabolizer) で1立、本剤の血中濃度が上
昇し、 QT 延長等の副作用が発現しやすいおそれ
があるため、 10mg を上限とすることが望ましい。
また、投与に際しては患者の状態を注意深く観察
し、慎重に投与すること。 (r 慎重投与Jr高齢者 l
への投与J及び「薬物動態Jの項参照

[使用上の注意】(抜粋)
1. 慎重投与(次の患者には慎重に投与すること)
(1)著明な徐脈等の不整脈又はその既往歴のある
患者、 QT 延長を起こすことが知られている薬剤を投
与中の患者、うっ血性心不全、低カリウム血症の患

者[本剤の投与により QT が延長する可能性があ
る。] (r 重要な基本的注意Jの項参照) (2) 肝機
能障害のある患者[本剤のクリアランスが低下し、血
中濃度が上昇するおそれがある。](r 薬物動態jの
項参照) (3) 高度の腎機能障害のある患者[本
剤のクリアランスが低下し、血中濃度が上昇するお
それがある。](r 薬物動態jの項参照) (4) 自殺念
慮又は自殺企図の既往のある患者、自殺念慮のある
患者[自殺念慮、自殺企図があらわれることがある。]
(5) 操うつ病患者[操転、自殺企図があらわれること
がある。] (6) 脳の器質的障害又は統合失調症の
素因のある患者[精神症状が増悪することがある。]
(7) 衝動性か冨い併存障害を有する患者[精神症状
が増悪することがある。] (8) てんかん等の檀肇性
疾患又はこれらの既往歴のある患者[症肇発作を
起こすことがある。] (9) 出血の危険性を高める薬
剤を併用している患者、出血傾向又は出血性素因の
ある患者[出血傾向が増強するおそれがある。]
(10) 高齢者(r高齢者への投与Jの項参照)
(1 1)小児 (r 小児等への投与jの項参照)

2. 重要な基本的注意
(1 )うつ症状を呈する患者は希死念慮があり、自殺
企図のおそれがあるので、このような患者は投与開始
早期ならびに投与量を変更する際には患者の状態
及び病態の変化を注意深く観察すること。 (2) 不
安、焦燥、興奮、re ニック発作、不眠、易刺激性、敵
意、攻撃性、衝動性、アカシジア/精神運動不穏、軽
操、操病等があらわれることが報告されている。また、
因果関係は明らかではないが、これらの症状・行動を
来した症例において、基礎疾患の悪化又は自殺念
慮、自殺企図、他害行為が報告されている。患者の状
態及び病態の変化を注意深く観察するとともに、これ
らの症状の増悪が観察された場合には、服薬量を増
量せず、徐々 に減量し、中止するなど適切な処置を行
うこと。 (3) 自殺目的での過量服用を防ぐため、自
殺傾向が認められる患者に処方する場合には、 1回
分の処方日数を最小限にとどめること。 (4) 家族
等に自殺念慮や自殺企図、興奮、攻撃性、易刺激
性等の行動の変化友び基礎疾患悪化があらわれ
るリスク等について十分説明を行い、医師と緊密に
連絡を取り合うよう指導すること。 (5) 眠気、めま
い等があらわれることがあるので、本剤投与中の患
者には、自動車の運転等危険を伴う機械を操作する
際には十分注意させること。 (6) 投与中止(突然
の中止)により、不安、焦燥、興奮、浮動性めまい、錯
感覚、頭痛友び悪心等があらわれることが報告されて
いる。投与を中止する場合には、突然の中止を避け、
患者の状態を観察しながら徐々に減量すること。
(7) 本剤投与によりQT 延長がみられていることから、心
血管系障害を有する患者に対しては、本剤の投与を開
始する前':t L' 血管系の状態に注意を払うこと。

3. 相互作用
本剤は主に肝代謝酵素CYP2C19 で代謝され、

CYP2D6 及びCYP3A4 も代謝に関与している。
(r 薬物動態Jの項参照)
(1)併用禁忌(併用しないこと)
モノアミン酸化酵素(MAO) 阻害剤:セレ 1)/ 塩
酸塩[エフピー ]1 ピモジド[オーラップ]円宮扉用
注意(併用に注意すること) セ口トニン作用薬:トリ
ブタン系薬剤;スマ卜リブタン等、選択的セロトニン再
取り込み阻害剤、セ口トニン前駆物質(L ートリプトファ
ン)含有製剤又は食品等、トラマドール塩酸塩、リネゾ
リド、炭酸リチウム、セイヨウオトギリソウ(s t. John's 
Wort ，セント・ジョーンズ・ワート)含有食品等/三環系
抗うつ剤:イミプラミン塩酸塩、ク口ミプラミン塩酸塩へノ
J レトリプチ1) ン塩酸塩等/フェノチアジン系抗精神病
剤/リスベリドン/ブチ口フェノン系抗精神病剤 :1¥ ロベ
リドール/抗不整脈剤:フレカイニト酢酸塩、プ印 Tフェ
ノン塩酸塩Is 遮断剤:メ卜プロロール酒石酸塩/シメチ
ジン/オメプラゾール/ランソプラゾー Jレ/チクロピジン
塩酸塩/ワルファリン/出血傾向が増強する薬剤:非
定型抗精神病剤、フェノチアジン系抗精神病剤、三
環系抗うつ剤、アスピリン等の非ステロイド系抗炎症
剤、ワルファリン等17') レコール(飲酒)

4. 副作用
大うつ病性障害患者を対象とした圏内臨床試験(4 試験)
において;総症f91 J550 例中、40 剖列(74 .4%)に臨床検査
値異常を含む副作用が認められてし唱。その主なものは
悪心131 例(23.8%) 、傾眠129 例(23.5%) 、頭痛56 例
(10.2%) 、口渇53 例 (9.6%) 、浮動性めまい48 例
(8.7%) 、倦怠感39 例(7.1%) 、下痢34 例 (6.2%) 、
腹部不快感辺倒(5.8%) 等であった。(京認時)

(1)重大な副作用 1)痘輩(頻度不明)痘筆が
あらわれることがあるので、異常が認められた場合に
は投与を中止し、適切な処置を行うこと。 2) 抗利
尿ホルモン不適合分泌症候群(SIADH)( 頻度不
明)低ナトリウム血症、頭痛、集中力の欠如、記憶
障害、錯乱、幻覚、檀輩、失神等を伴う抗利尿ホル
モン不適合分泌症候群(SIADH) があらわれること
があるので、異常が認められた場合には投与を中止
し、水分摂取の制限等適切な処置を行うこと。 3)
セロトニン症候群(頻度不明)不安、焦燥、興奮、
振戦、ミオク口ーヌス、高熱等のセロトニン症候群があ
らわれることがある。セ口卜ニン作用薬との併用時に発
現する可能性が高くなるため、特に注意すること(r 相
互作用jの項参照)。異常が認められた場合には投与
を中止し、水分補給等の全身管理とともに適切
な処置を行うこと。 4)QT 延長(頻度不明)、心
室顛拍 (torsades de pointes を含む)(頻度不明)
QT 延長、心室頻拍 (torsades de pointes を含
む)があらわれることがあるので、観察を十分に行い、
異常が認められた場合には投与を中止し、適切な処
置を行うこと。

・その他の使用上の注意等について
は添付文書をご参照ください。

製造販売元〈資料請求先 f~ 販売〈資料請求先〉

。撃型車警JT喜多25 ゼ~贈護襲警発式会社
窓口) 留置.0120.75 3- 280( くすり棺談セン空ー)干 541.8505

対影言語勧野土L 明

2015 年4月作成(N8)



院長宮本二郎

茨城県南に位置し、地域医療の充実、予防医療に刻する積極的な参加、

リハビリテーションち含めた在宅医療に取り組んでおります。

診療科
・内科一般・消化器内科・循環器内科・時吸器内科・代謝内分泌(糖尿病〉・腎臓内科・人工透析

・整形外科・眼科・泌尿器科・皮膚科・小児科・精神科・神経内科・リハビリテーション科

認知症疾患医療センター(地域型) (財日本医療機能評価機構認定病院

|専門医認定・教育施割

日本精神神経学会、日本老年精神医学会、日本認知症学会

干300-0605

茨城県稲敷市幸田 1247 電話0299-79-2114

URL http://www.miyamoto-hp.or .j p 

、-
Janssen I 

OF 仰仰叫+伽 olt

持効性抗精神病剤 劇薬処方隻医薬品事 ~~mg 

ゼブリ冗:ん筋注 131 シリンジ

XEPLlON~ Aqueous Suspension 和r1M Injection 
パリベリドンパルミチン酸エステル持効性懸濁注射液 匡璽歪圏

※効能・効果、用法・用量、禁忌を含む使用上の注意は、製品添付

文書をご参照ください。
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精神科病床数 345 諜頼電22E 哩J89 匙常時
認定・指定 ・日本医療機能評価機構認定病院

・臨床研修病院指定

・精神科専門医研修施設
@応急入院指定病院

・労災病腕指定

〈東京都指定病院〉

い

182-00 什 東京都謂布市深大寺北町4-17-1
te1 042-482-9151 fax 042-482-8260 
h坑p:/ /www.kichUoji-hospita l. com 



睡眠障害の原因にはいろいろあります。当クリニックでは、睡眠障害の原因となる各種
疾患に対応する診療科の医師が治療にあたります。

診療対象となる睡眠障害

・睡眠時無呼吸症候群
・過眠症(ナルコレプシー・特発性過眠症など)

・不眠症
・むずむず脚症候群(レストレスレッグス症候群〉
・周期性四肢運動障害

・概E リズム睡眠障害
・睡眠時随伴症〈レム睡眠行動障害を含む〉など

代表的な検査
・終夜睡眠ポリグラフィ検査 (P8G)
・反復睡眠潜時検査 (M8L T)

・覚醒維持検査 (MW T)

.下脹不動化[示唆]検査 (81 T)

・末梢神経伝導速度検査・ H反射検査

・肺機能検査 ・鼻腔通気度検査

・脳波検査など

代表的な治療

。腫眠時無呼吸症候群の治療

eCPAP (シーパップ:経鼻的持続陽圧呼吸法)

・口腔内装置(マウスピース〉
.その他の睡眠障害に対する治療

・薬物治療

・メラトニン療法などの生体時計リズムを整える
治療など
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東京都八王子市西寺方町 105 番地所在地医療法人永寿会思方病院
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042 ・651 剛 3412

安心して治療を受けていただくことが回復への第一歩

FAX 祐一郎堤病院長

〆『、J

当院では、様々な精神障害の患者様に対して注射製剤は使用せず、言語的介入を繰り返

し行い、新しいタイプの内服薬による治療を行うことを原則としております。

な限り単剤処方としています。

患者様とのコミュニケーションの充実と気軽に相談できる環境づくりを目的として病棟

また、可能
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所
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のナースステーションは 24 時間オープンカウンターとなっております。

このように当院においては、患者様と真撃に向き合うこと、適切な薬物療法を心がける

こと、そして心理教育やケースワークに力を入れること、これらが私たちの医療サービス

であり、患者様の社会復帰に繋がると信じております。

1 0 床

1床

【精神科救急医療事業】

精神保健福祉法指定病床

応急入院指定病床

精神科救急後方病床確保事業

精神科夜間休日救急医療事業

6 0 床

6 0 床

5 0 床

265 床

8 5 床

【許可病床】

精神病棟入院基本料

精神科急性期治療病棟

認知症治療病棟

精神療養病棟

療養病棟(内科)

高尾駅下車

「宝生寺団地行き」

【交通のご案内】

JR 中央線または京王線

北口より路線ノミス

【精神専門療法承認】

精神科作業療法

精神科デイケア

徒歩 3 分「上小田野J 下車精神科ショートケア




